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Chapter4　映像メディアの特性(3)　映像メディアによる教育　
1.戦後の日本視聴覚教育（教育映画）のはじまり
　ＧＨＱ（General Headquarters/ Supreme Commander for the Allied Powers：総司令部/ 連合国軍
　最高司令官)のＣＩＥ（民間情報教育局）による巡回映画会の実施：占領政策

  *参考上映「視聴覚資料研究の時間　巡回映画会の系譜」伊藤敏朗　1988

占領期の教育映画政策

　第2次世界大戦後の占領期に入るとGHQが占領政策の一環として「非劇場」型の教育映画の浸透に力を注ぎ、日本側に制度・組織の整備を要請し、映写機やフィルムなどの資源を大量に投入して、全国的な啓蒙活動を展開した。

　民間情報教育局（Civil Information and Education Section＝CIE）が推進した16ミリ教育映画による民主化促進プログラムである。

　このとき貸与された映写機は　　　　（National Company製）、フィルムは　　　　映画と呼ばれた。

2.教育放送

1）先進国のテレビ　学習への動機づけ・高度な抽象概念を巧みに映像化
2）発展途上国のテレビ：娯楽・報道・教育の中で教育的役割大きい（子供だけでなく大人も対象）

　＝国家の統一（国家ｱｲﾃﾞｨﾝﾃｨﾃｨの確立），言語教育（識字教育），教師の代替・学校建設の代り
　　
　＊参考上映『山の分校の記録』（全編は49分）ＮＨＫ　1960（昭和35年）

　　山の分校の記録
栃木県栗山村の土呂部（どろぶ）という集落の分校に、今から４０年前、テレビが初めてやってくることになった。ここで学ぶ３１人の子どもたちは、テレビが映し出すそれまで見たこともない外の広い世界に瞳を輝かせる──。カメラは1年にわたりテレビが子どもたちの生活をどう変えるかを追うとともに、山村の暮らしを克明に記録する。番組放送の１年前の１９５９年（昭和３４年）、ＮＨＫ教育テレビが放送を開始した。テレビが学校教育の場でどう生かされるのか、その可能性を模索している時期の番組。第12回　イタリア賞トリエステ市観光協会賞受賞　（http://www.nhk.or.jp/archives/13nendo/back111.htm）
3.エドガー・デール「映画の特性」
　 a. 動きを含む意味を提示できる　 b. 　　　　　　を集中させる　 c. 現実感を高める
　 d. 時間を　　　　　　　できる　 e. 遠い　　　　　　教室の中に持ち込める
　 f. 出来事も再生容易なかたちに記録できる　 g. 事物のサイズを広げたり縮めたりできる
　 h. 肉眼には見えない過去を提示できる　 i. 　　　　　　　をつくりあげる
　 j. 態度に影響を与え変容させることができる　 k. 抽象的な関係の理解を促進できる
　 l. 十分な　　　　　　を与える
　 Edgar Dale “Audio-Visual　Methods　in Teaching” 1946→1954改→1969改
視聴覚教育３つの定義　秋山隆志郎　岩崎三郎　編著　視聴覚教育　東京　樹村房1985　p.2-4.
a) 　形態的定義　： 視聴覚教具・教材を使って効果的に学習指導を行うこと。
b) 　機能的定義　： 視聴覚資料の非言語的な要素を用いて人間形成や認識に活
　　　　　　　　　　かそうとするもの。
c) 　教育工学的定義　： 教育理論と実践の一分野として、学習過程における各種メッセージを構成
　　　　　　　　　　　　したり活用したりすることに関与するもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全米教育協会視聴覚教育部（DAVI/NEA）1963年）
